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抗菌薬は感染症に対する最も有効な手段である．しか

しながら，近年，伴侶動物においてメチシリン耐性

（MR）Staphylococcus pseudintermediusが世界的に急

増しており［1h3］，また，多剤耐性の腸内細菌［4, 5］

やフルオロキノロン耐性Pseudomonas aeruginosaの報

告［6, 7］が増えてきているため，抗菌薬の治療が困難

になりつつある．

細菌感染症の治療には，有効である抗菌薬を選択し適

切に用いる必要があるが，このために原因菌に対する薬

剤感受性試験が非常に重要である［3, 8］．しかしなが

ら，原因菌が分離・同定され，薬剤感受性結果が判明す

るまでに3～4日はかかってしまうため，この間，原因

菌を推定した経験的初期治療を開始する必要がある．人

では，この経験的初期治療を適切に行うため，微生物の

薬剤感受性率を表すアンチバイオグラム（抗菌薬感受性

率表）が使用されている［9］．しかしながら，獣医領域

では多くの感染症症例において細菌同定と感受性検査が

行われていないこともあり，アンチバイオグラムはこれ

まで報告されていない．このため不適切な抗菌薬の投与

が行われる可能性もあり，この場合は治療がうまくいか

ないだけでなく，耐性菌を増やしてしまうおそれもあ

る．さらに，日本においても，近年，MRブドウ球菌が

急増しており［2, 3］，各種感染症における原因菌と薬

剤感受性は過去の報告と異なってきていることが予想さ

れる．

そこで，今回，当院に来院した犬猫の各種感染症にお

ける原因菌の分離頻度と薬剤感受性を調べ，アンチバイ

オグラムを作成したのでこれを報告する．

材 料 及 び 方 法

2006年から2010年の間に膿皮症，アレルギー付随膿

皮症，外耳炎，皮下膿瘍，手術部位感染，角・結膜炎，

膀胱炎及び生殖器感染で当院に来院した犬，猫からスワ

ブにて膿を採取した．採取した材料からの細菌の分離・

同定及び感受性検査は日本医学臨床検査研究所にて行わ

れた．グラム陽性球菌（GPC）の検出は，羊血液寒天培

地（譁日研生物医学研究所，京都）と BTB寒天培地

（譁日研生物医学研究所，京都）の分離培地を用いて好

気培養を行った．同定検査は，分離した集落のグラム染

色を行いGPCであることを確認後，VITEK2 GP同定

カード（bio Merieux SA，France）で同定を行った．

また，同時にカタラーゼテストを行い，コアグラーゼテ

スト陽性でブドウ球菌を疑う集落には，S. aureus ID寒

天培地（bio Merieux SA，France）とMRSA ID寒天

培地（bio Merieux SA，France）を使用した．カタラ

ーゼテスト陰性の集落には，SF培地（譁日研生物医学
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研究所，京都），アルギニン培地（譁日研生物医学研究

所，京都）及びエスクリン培地（譁日研生物医学研究

所，京都）の確認培地を使用した．同定されたブドウ球

菌株に対してClinical and Laboratory Standards Insti-

tuteドキュメントの基準（M100hS18）に従い，セフォ

キシチンディスク法を用いてMRブドウ球菌の判定を行

った．グラム陰性桿菌（GNR）の検出は，羊血液寒天

培地，BTB寒天培地の分離培地を用いて好気培養を行

った．同定検査は，分離した集落のグラム染色を行い

GNRであることを確認後，VITEK2 GN同定カードで

同定を行った．また，同時に，オキシダーゼテストと

TSI確認培地（譁日研生物医学研究所，京都）を用いて

ブドウ糖発酵菌か非発酵菌かを確かめた．薬剤感受性試

験は，Clinical and Laboratory Standards Instituteの

ドキュメントの基準（M100hS18）に従い，センシディ

スク（譁日本ベクトン・ディッキンソン，東京）を使い

ディスク法で実施した．薬剤に判定値が存在しないもの

については，代表薬剤の判定を参考とした．薬剤感受性

試験の供試薬剤としてクラブラン酸・アモキシシリン

（C / A M P），セファレキシン（C E X），セフジニル

（CFDN），ゲンタマイシン（GM），オフロキサシン

（OFLX），ホスホマイシン（FOM），クロラムフェニコ

ール（CP），ドキシサイクリン（DOXY）を用いた．

成　　　　　績

犬において，膿皮症，アレルギー付随膿皮症，外耳

炎，皮下膿瘍，手術部位感染及び角・結膜炎の最も多い

原因菌は S. intermedius group（SIG）であった（表

表 1　犬の各種感染症における分離菌1）頻度（％） 

1）MR：メチシリン耐性　SIG：Staphylococcus intermedius group　CoNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌 
SA：Staphylococcus aureus

SIG（MRSIG） 
CoNS（MRCoNS） 
SA（MRSA） 
Enterococcus spp. 
Streptococcus spp. 
Escherichia coli
Klebsiella pneumoniae
Citrobacter spp. 
Proteus mirabilis
Enterobacter spp. 
Pseudomonas spp. 
Acinetobacter spp. 
Pasteurella multocida

 膿皮症 

n＝76

44（22） 
12（　5） 
1（　0） 
8 
4 
3 
1 
0 
4 
0 
12 
9 
1

54（26） 
17（　4） 
0 
8 
6 
4 
0 
0 
2 
1 
7 
3 
0

 外耳炎 

n＝33

21（9） 
12（4） 
3（0） 
12 
6 
15 
0 
0 
9 
0 
21 
0 
0

 皮下膿瘍 

n＝42

29（10） 
9（　7） 
0 
7 
7 
10 
14 
5 
5 
5 
7 
2 
0

45（36） 
0 
0 
0 
0 
18 
9 
9 
0 
0 
18 
0 
0

 角・結膜炎 

n＝36

61（22） 
6（　0） 
6（　0） 
0 
28 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

 膀胱炎 

n＝53

16（8） 
4（2） 
6（2） 
13 
9 
26 
8 
2 
8 
4 
6 
0 
0

 生殖器感染 

n＝55

10（4） 
0 
2（0） 
11 
13 
56 
4 
0 
2 
2 
2 
0 
0

アレルギー
付随膿皮症 

n＝104

手術部位
感染 

n＝11

表 2 　猫の各種感染症における分離菌1）頻度（％） 

1）MR：メチシリン耐性　SIG：Staphylococcus intermedius group　CoNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌　 
SA：Staphylococcus aureus

SIG（MRSIG） 
CoNS（MRCoNS） 
SA（MRSA） 
Enterococcus spp. 
Streptococcus spp. 
Escherichia coli
Klebsiella pneumoniae
Citrobacter spp. 
Proteus mirabilis
Enterobacter spp. 
Pseudomonas spp. 
Acinetobacter spp. 
Pasteurella multocida

 膿皮症 

n＝29

 外耳炎 

n＝3

 皮下膿瘍 

n＝14

 角・結膜炎 

n＝6

 膀胱炎 

n＝20

 生殖器感染 

n＝2

アレルギー
付随膿皮症 

n＝12

手術部位
感染 

n＝5

3（　3） 
38（21） 
6（　3） 
7 
0 
3 
0 
0 
0 
3 
13 
24 
0

8（　8） 
42（17） 
25（　0） 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
25 
0 
0 
 

0 
33（0） 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
33 
0 
0 
33

29（7） 
7（0） 
7（0） 
0 
0 
7 
7 
0 
0 
14 
14 
7 
7

60（40） 
0 
40（20） 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

17（17） 
33（0） 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
17 
0 
33

10（10） 
10（10） 
0 
40 
0 
10 
15 
10 
0 
0 
0 
5 
0

0 
0 
0 
0 
50 
50 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0
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1）．一方，犬の膀胱炎と生殖器感染の最も多い原因菌は

Escherichia coliであった．犬の膿皮症とアレルギー付

随膿皮症の原因菌の約半数がSIGであり，さらにこの約

半数がMRSIGであった．次いで，これら膿皮症の原因

菌としてコアグラーゼ陰性ブドウ球菌（CoNS）が多く，

MRCoNSも分離された．犬の外耳炎ではPseudomonas

spp.が SIGと同じ21％で，次いでE. coliが15％を占

めていた．犬の皮下膿瘍の原因菌の29％は SIGであっ

たが，このうち約3分の1はMRSIGであった．次いで，

犬の皮下膿瘍ではKlebsiella pneumoniae（14％）が多

かった．犬の手術部位感染では SIGが45％を占め，特

にMRSIGが全体の36％を占めていた．次いで，犬の手

術部位感染ではE. coliとPseudomonas spp.がそれぞれ

18％と多かった．犬の角・結膜炎の原因菌の73％はブ

ドウ球菌で，SIGが61％を占めていた．さらに全体の

22％がMRSIGであった．犬の膀胱炎の原因菌として，

E. coliに次いで，SIGが16％（MRSIG 8％）と多かっ

た．犬の生殖器感染の原因菌の半数以上はE. coliであ

り，次いで，Streptococcus spp.（13％）が多かった．

猫の膿皮症とアレルギー付随膿皮症の原因菌の約

40％がCoNSと最も多く，さらにこの約半数がMRで

あった（表2）．次いで，膿皮症の原因菌としてAcineto-

bacter spp.（24％）とPseudomonas spp.（13％）が多

く，アレルギー付随膿皮症の原因菌としてはSA（25％）

とPseudomonas spp.（25％）が多かった．猫では細菌

性外耳炎はほとんどなかったが，CoNS，Enterobacter

spp.，Pasteurella multocidaが分離された．猫の皮下

膿瘍では SIGが29％（MRSIG 7％）を占め，次いで，

Enterobacter spp.と Pseudomonas spp.が そ れ ぞ れ

14％と多かった．猫の手術部位感染の原因菌は SIGが

60％を占め，このうち約3分の2はMRSIGであった．

残りは SAであったが，このうち半数はMRSAであっ

た．猫の角・結膜炎の原因菌としてはCoNS（33％）と

P. multocida（33％）が多かった．猫の膀胱炎の原因菌

の40％はEnterococcus spp.であり，次いで，K. pneu-

moniaeが15％と多かった．猫では生殖器感染はほとん

どなかったが，E. coliとStreptococcus spp.が分離され

た．

犬の膿皮症，アレルギー付随膿皮症，外耳炎及び皮下

膿瘍において，C/AMPとCEXに対する薬剤感受性率

表 3　犬の各種感染症における分離菌1）のアンチバイオグラム 

1）GPC：グラム陽性球菌　GNR：グラム陰性桿菌 
2）C/AMP：クラブラン酸・アモキシシリン　CEX：セファレキシン　CFDN：セフジニル　GM：ゲンタマイシン　OFLX：オフロキサシン　

FOM：ホスホマイシン　CP：クロラムフェニコール　DOXY：ドキシサイクリン 
3）感受性率（％）　感受性率が80％以上の場合は「網かけ」で表示 

583） 

49 
49 
55 
75 
62 
77 
84

35 
22 
78 
83 
83 
26 
52 
74

GNR 
n=23

GPC 
n=53 
 

51 
41 
58 
63 
78 
51 
70 
88 
 

全体 
n=76

GPC 
n=87

GNR 
n=17

全体 
n=104

GPC 
n=18

47 
47 
53 
93 
60 
47 
40 
27 
 

全体 
n=33

62 
55 
55 
48 
60 
70 
77 
95

24 
24 
65 
94 
65 
47 
41 
47

GPC 
n=22

40 
35 
60 
95 
65 
35 
55 
60

52 
45 
57 
64 
60 
57 
67 
76 
 

20 
20 
20 
40 
0 
20 
40 
100 
 
 

17 
17 
33 
100 
37 
17 
17 
50 
 
 

18 
18 
27 
73 
18 
18 
27 
73 
 
 
 

78 
78 
78 
42 
72 
81 
92 
97 
 
 
 

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

78 
78 
78 
42 
72 
81 
92 
97 
 

78 
48 
48 
44 
80 
72 
84 
84 
 

63 
47 
47 
21 
68 
68 
68 
89 
 
 

64 
57 
71 
93 
75 
64 
79 
64 
 
 

66 
53 
60 
70 
77 
68 
81 
74 
 

92 
86 
89 
100 
89 
83 
94 
89 
 

82 
73 
75 
73 
82 
78 
85 
89 
 
 

56 
50 
57 
56 
61 
66 
71 
87 
 

72 
56 
56 
44 
67 
94 
83 
83 
 
 

GNR 
n=15

61 
52 
55 
67 
64 
73 
64 
58 
 

64 
55 
55 
36 
55 
77 
77 
91

GNR 
n=20

全体 
n=42

GPC 
n=5

GNR 
n=6

全体 
n=11

GPC 
n=36

GNR 
n=0

全体 
n=36

GPC 
n=25

GNR 
n=28

全体 
n=53

GPC 
n=19

GNR 
n=36

全体 
n=55 
 

C/AMP 2） 
CEX 
CFDN 
GM 
OFLX 
FOM 
CP 
DOXY 
 

膿皮症 アレルギー 
付随膿皮症 外耳炎 皮下膿瘍 手術部位感染 角・結膜炎 膀胱炎 生殖器感染 

表 4 　猫の各種感染症における分離菌1）のアンチバイオグラム 

1）GPC：グラム陽性球菌　GNR：グラム陰性桿菌 
2）C/AMP：クラブラン酸・アモキシシリン　CEX：セファレキシン　CFDN：セフジニル　GM：ゲンタマイシン　OFLX：オフロキサシン　

FOM：ホスホマイシン　CP：クロラムフェニコール　DOXY：ドキシサイクリン 
3）感受性率（％）　感受性率が80％以上の場合は「網かけ」で表示 

373） 
37 
37 
75 
81 
69 
87 
87

8 
46 
77 
85 
85 
23 
38 
77

GNR 
n=13

GPC 
n=16

24 
41 
55 
79 
83 
48 
66 
83

全体 
n=29

GPC 
n=9

GNR 
n=3

全体 
n=12

GPC 
n=1

50 
100 
100 
100 
100 
50 
50 
100

全体 
n=3

67 
67 
67 
89 
89 
78 
89 
100

33 
0 
33 
100 
100 
33 
33 
67

GPC 
n=6

12 
50 
62 
87 
75 
25 
50 
75

21 
43 
50 
50 
71 
36 
50 
86

40 
40 
40 
0 
0 
0 
60 
100

― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 
― 

40 
40 
40 
0 
0 
0 
60 
100

67 
67 
67 
67 
67 
100 
100 
67

67 
67 
67 
100 
100 
100 
67 
67

67 
67 
67 
83 
83 
100 
83 
67

17 
8 
8 
25 
25 
58 
58 
58

100 
100 
100 
0 
100 
100 
100 
100

25 
50 
50 
62 
12 
25 
12 
37 
 

20 
25 
25 
40 
20 
45 
40 
50 
 

100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100

100 
100 
100 
50 
100 
100 
100 
100

58 
50 
68 
92 
92 
67 
75 
92

100 
100 
100 
100 
100 
100 
100 
100

GNR 
n=2

67 
100 
100 
100 
100 
67 
67 
100

33 
33 
33 
0 
67 
50 
50 
100

GNR 
n=8

全体 
n=14

GPC 
n=5

GNR 
n=0

全体 
n=5

GPC 
n=3

GNR 
n=3

全体 
n=6

GPC 
n=12

GNR 
n=8

全体 
n=20

GPC 
n=1

GNR 
n=1

全体 
n=2 
 

C/AMP2） 
CEX 
CFDN 
GM 
OFLX 
FOM 
CP 
DOXY 
 

膿皮症 アレルギー 
付随膿皮症 外耳炎 皮下膿瘍 手術部位感染 角・結膜炎 膀胱炎 生殖器感染 
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はGPCとGNRともに22～72 ％と高くなかった（表

3）．さらに手術部位感染では感受性率が17～20％と低

かった．犬の膿皮症において，GPCではDOXYが，

GNRではGM，OFLXが80％以上の高感受性率であっ

た．犬のアレルギー付随膿皮症においては，GPCでは

DOXYが，GNRではGMの感受性率が高かった．犬の

外耳炎においては，GPCでは FOM，CP，DOXYが，

GNRではGMの感受性率が高く，犬の皮下膿瘍におい

ては，GPCではDOXYが，GNRではGMの感受性率

が高かった．犬の手術部位感染では全体的に感受性率が

低かったが，GPCではDOXYが，GNRではGMがすべ

て感受性であった．犬の角・結膜炎の原因菌はすべて

GPCであり，GM以外の抗菌薬の感受性率は72％以上

で比較的高かった．犬の膀胱炎において，GPCでは

CP，DOXY，OFLXが，GNRではGMの感受性率が高

かった．犬の生殖器感染において，GPCではDOXYが，

GNRではすべての抗菌薬の感受性率が高かった．

猫の膿皮症，アレルギー付随膿皮症，皮下膿瘍，手術

部位感染，角・結膜炎及び膀胱炎において，C/AMPと

CEXに対する感受性率はGPCとGNRともに高くなく，

特に膀胱炎において，GPCでは感受性率が8～17％と

低かった（表4）．猫の膿皮症において，GPCではCP，

DOXY，OFLXが，GNRではGM，OFLXの感受性率

が高かった．猫のアレルギー付随膿皮症において，GPC

ではDOXY，GM，OFLX，CPが，GNRではGM，

OFLXの感受性率が高かった．猫の皮下膿瘍において，

GPCではDOXYが，GNRではGMの感受性率が高か

った．猫の手術部位感染の原因菌はすべてGPCであり，

全体的に感受性率が低かったが，DOXYにすべて感受

性であった．猫の角・結膜炎ではGPCではFOM，CP

が，GNRではGM，OFLX，FOMの感受性率が高かっ

た．猫の膀胱炎ではすべての抗菌薬の感受性率が低く，

GPCではFOM，CP，DOXYが，GNBではGMの感受

性率が58～62％と比較的高かった．猫の外耳炎と生殖

器感染は症例数が少なかったが，多くの抗菌薬に感受性

であった．

考　　　　　察

これまで犬猫の各種感染症における原因菌と薬剤感受

性に関してはいくつか報告されている［10h16］．本研究

において，犬猫ともに膿皮症，外耳炎，皮下膿瘍，手術

部位感染及び角・結膜炎において，他の報告と同様にブ

ドウ球菌が主要な原因菌であることがわかった．特に，

ブドウ球菌の中でも犬ではSIGが，猫ではCoNSが多く

分離された．一方，犬の膀胱炎と生殖器感染の一番の原

因菌はこれも他の報告と同様にE. coliであった．

近年，世界的にMRSIGが急増していることが報告さ

れており［1h3］，本研究においても，犬では調べたすべ

ての感染症からMRSIGが分離された．特に犬の膿皮

症，手術部位感染及び角・結膜炎ではMRSIGの分離頻

度は22～36％と高率であった．また，犬の膿皮症，外

耳炎，皮下膿瘍ではMRCoNSも4～7％分離された．

猫では，膿皮症と膀胱炎でMRCoNSが10～21％分離

され，また，膿皮症，皮下膿瘍，手術部位感染，角・結

膜炎及び膀胱炎でMRSIGが3～40％分離された．さら

に猫の手術部位感染の20％はMRSAであった．したが

って，犬猫の各種感染症において，MRブドウ球菌，特

にMRSIGとMRCoNSが増えていることがわかった．

SIGは犬の膿皮症，外耳炎及び皮下膿瘍の主要な原因

菌であり，S I G 感染に推奨される抗菌薬は C E X や

C/AMPなどとされてきた［17］．しかしながら，本研

究の犬のこれら疾患において，SIGが主要な原因菌であ

ったが，GPCでのCEXとC/AMPの感受性率は高くな

かった．これはMRSIGの増加に起因するものであった

［3］．また，本研究における猫の膿皮症の主要な原因菌

は犬と異なりCoNSであったが，CoNSでもMRが増え

ており，猫の膿皮症でのGPCのCEXとC/AMPの感受

性率は高くなかった．さらに，犬の膿皮症，外耳炎，皮

下膿瘍，手術部位感染及び膀胱炎と猫の膿皮症，外耳炎，

皮下膿瘍，角・結膜炎及び膀胱炎におけるGNRでの

CEXとC/AMPの感受性率は低く，GNRでもこれら抗

菌薬に対する耐性菌が増加していると考えられた．した

がって，今後はこれら疾患での抗菌薬の投与には十分気

を付ける必要があると考えられる．これまで膿皮症にお

いて感受性検査はあまり必要ないとされていたが［18］，

MRブドウ球菌が増加しているため，感受性検査を積極

的に行う必要があることが示唆された．

猫の膀胱炎の原因菌は一番がE. coliで二番がEntero-

coccus spp.であると報告されている［16］が，本研究

においては，Enterococcus spp.が猫の膀胱炎の一番の

原因菌であった．さらに猫の膀胱炎では抗菌薬感受性率

が全体的に低かった．これは多剤耐性のEnterococcus

spp.が主要な原因菌であること，分離されたブドウ球菌

がMRであったこと，さらに分離された腸内細菌である

GNRが多剤耐性であったことに起因した．したがって，

猫の膀胱炎の抗菌薬の投与には特に気を付ける必要があ

ると考えられた．

大毛ら［19］は，人における手術部位感染ではすでに

手術の際に予防抗菌薬が投与されているため，予防抗菌

薬に対して耐性のものが原因菌の中心となり，さらに周

術期管理の交差感染により，MRSAのような外因性の

耐性菌が関与しうるため，耐性菌を念頭に置いた抗菌薬

選択が必要であると報告している．本研究においても，

手術部位感染では，犬の原因菌の36 ％がMRSIGで，

GNRも多くが抗菌薬に耐性であり，また，猫でも60％

がMRブドウ球菌であった．したがって，手術部位感染
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の原因菌の多くが耐性菌であり，犬猫でも耐性菌を念頭

に置いた抗菌薬選択が必要であると考えられた．

感染症の初期治療では原因菌と感受性が確定する前に

経験的初期治療を開始する必要がある．人では施設ごと

のアンチバイオグラムを用いて効果が期待できる確率を

検討し，一般的には80％以上の感受性率を持つ抗菌薬

が選択されている［9］．今回，犬の膿皮症において

GPCではDOXYが，GNRではGMとOFLXが，犬の

アレルギー付随膿皮症，皮下膿瘍及び手術部位感染にお

いてGPCではDOXYが，GNRではGMが，犬の外耳

炎においてGPCではFOM，CP，DOXYが，GNRでは

GMが，犬の角・結膜炎においてDOXY，CP，FOM

が，犬の膀胱炎においてGPCではCP，DOXY，OFLX

が，GNRではGMが，犬の生殖器感染においてGPCで

はDOXYが，GNRではすべての抗菌薬が80％以上の

感受性率を示した．また，猫の膿皮症においてGPCで

はCP，DOXY，OFLXが，GNRではGM，OFLXが，

猫のアレルギー付随膿皮症においてGPCではDOXY，

GM，OFLX，CPが，GNRではGM，OFLXが，猫の

皮下膿瘍においてGPCではDOXYが，GNRではGM

が，猫の手術部位感染においてDOXYが，猫の角・結

膜炎においてGPCではFOM，CPが，GNRではGM，

OFLX，FOMが80％以上の感受性率を示した．したが

って，本研究におけるアンチバイオグラムは経験的初期

治療を開始するにあたり非常に有用であると考えられ

る．しかしながら，猫の外耳炎と生殖器感染は今回症例

数が少なかったため今後症例数を増やして検討する必要

がある．今後，当院ではこのアンチバイオグラムで高い

感受性率を示した抗菌薬を経験的初期治療に用いていく

予定である．また，本研究において，GPCとGNRの薬

剤感受性は異なっていた．したがって，経験的初期治療

を行うにあたりグラム染色を用いてGPCとGNRに鑑別

することが重要であると考えられたが，球菌のすべてが

グラム陽性菌で，桿菌の多くがグラム陰性菌であること

から，通常の簡易染色でも細菌の形態からGPCかGNR

かをおおむね鑑別することができると考える．

今回，一診療施設での各種感染症の原因菌とアンチバ

イオグラムを報告したが，より適切な経験的初期治療を

行うために，各施設や地域ごとに常に最新のアンチバイ

オグラムを作成し，これら情報を共有する必要があろ

う．
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Causative Bacteria and Antibiogram in Various Infectious Diseases 
in Canines and Felines
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SUMMARY

Causative bacteria and antimicrobial drug susceptibility in various infectious diseases in dogs and cats pre-
senting at one hospital were examined over the past 5 years and an antibiogram was made.  The common
causative bacteria were the Staphylococcus intermedius group (SIG) in dogs and coagulasehnegative staphylo-
cocci (CoNS) in cats.  Many methicillinhresistant (MR) SIG and MRCoNS were isolated in both the dogs and
cats.  The most common causative bacteria in the cystitis of dogs and the genital infections of dogs and cats
were Escherichia coli.  The most common causative bacteria in the cystitis of cats were Enterococcus spp.  In
the antibiogram of dogs, Gramhpositive cocci (GPC) and Gramhnegative rods (GNR) were highly sensitive to
doxycycline (DOXY), chloramphenicol (CP), and gentamicin(GM), ofloxacin (OFLX), respectively.  In cats,
GPC and GNR were highly sensitive to DOXY, CP, OFLX, and GM, OFLX, respectively. ― Key words : Antibi-
ogram, Antimicrobial drug susceptibility, Causative bacteria, Empiric therapy, methicillinhresistant staphylococci.
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